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平
成
29
年
度
か
ら
創
設

さ
れ
て
い
た
「
在
宅
子
育
て

応
援
補
助
金
」
は
物
価
高
騰

の
さ
な
か
、
お
む
つ
代
、
ミ

ル
ク
代
等
、
子
育
て
を
し
て

い
る
世
代
に
と
っ
て
大
切
な

支
援
補
助
金
で
あ
っ
た
。

　
今
年
度
打
ち
切
り
に
至
っ

た
経
緯
を
問
う
。

　
こ
の
応
援
補
助
金
は
、
保

育
所
入
所
ま
で
の
経
済
的
支

援
と
し
て
一
定
の
効
果
は
あ

っ
た
が
、
国
の
制
度
と
し
て

産
休
・
育
休
制
度
の
充
実
や

令
和
６
年
度
よ
り
児
童
手
当

の
拡
充
、
町
と
し
て
18
歳
ま

で
の
医
療
費
無
償
化
等
、
新

た
な
子
育
て
支
援
施
策
を
開

始
し
た
。
全
子
育
て
世
帯
に

経
済
的
支
援
を
行
う
仕
組
み

が
整
い
、
こ
の
補
助
金
の
役

割
を
終
え
た
と
判
断
し
た
。

　
　
町
単
独
の
補
助
金
で
、

財
政
的
に
厳
し
い
こ
と
は
理

解
で
き
る
。
し
か
し
、
０
・

１
・
２
歳
児
へ
の
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
で
の
支
援
で
、
他
の
市

町
村
に
は
見
ら
れ
な
い
支
援

補
助
金
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
平
成
25
年
以
降

の
出
生
数
５
０
４
人
に
対
し

て
現
在
そ
の
年
齢
の
子
ど
も

数
は
５
８
０
人
。
76
人
増
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、Ｕ
タ
ー

ン
、Ｉ
タ
ー
ン
の
移
住
定
住

効
果
も
大
き
か
っ
た
と
評
価

で
き
る
。
子
育
て
に
手
厚
い

町
と
し
て
、
国
の
施
策
が
定

ま
る
ま
で
、
こ
の
支
援
金
の

復
活
は
な
い
か
。
　

　
本
年
度
「
第
３
期
黒
潮
町

子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
を
策
定
す
る
。
そ
の
中

で
全
体
的
な
子
育
て
支
援
施

策
を
多
角
的
に
考
え
て
い
く
。

　
学
校
給
食
の
無
償
化
、
保

育
料
の
無
償
化
等
も
含
め
た

課
題
と
と
も
に
、
国
の
制
度

を
見
極
め
な
が
ら
整
理
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　
様
々
な
施
策
の
拡
充
が
あ

る
中
で
、
町
単
独
事
業
で
の

給
付
を
行
う
余
裕
が
町
に
は

な
い
た
め
、
復
活
は
な
い
。

　

　
　
県
に
は
令
和
２
年
に
発

足
し
た
災
害
福
祉
支
援
チ
ー

ム(

Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ)

が
あ
る
。
町

内
で
何
名
が
登
録
を
し
て
い

る
か
把
握
し
て
い
る
か
。

　
年
に
１
度
の
養
成
研
修
を

受
け
る
こ
と
で
、
避
難
場
所

で
の
支
援
方
法
や
被
災
時
の

受
援
方
法
が
わ
か
り
、
避
難

所
運
営
に
役
立
つ
と
考
え
る

が
、
今
後
黒
潮
町
版
で
Ｄ
Ｗ

Ａ
Ｔ
の
よ
う
な
体
制
づ
く
り

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
庁
内
で
１
名
受
講
し
登
録
。

能
登
半
島
地
震
の
支
援
に
派

遣
要
請
が
あ
り
支
援
活
動
を

行
っ
た
実
績
が
あ
る
。

　
大
規
模
災
害
時
に
は
、
他

県
か
ら
の
支
援
を
受
け
る
に

は
一
定
時
間
を
要
す
る
と
想

定
す
る
。
一
般
避
難
所
は
地

区
住
民
の
運
営
を
前
提
に
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
る

が
、
町
と
し
て
の
組
織
化
や

専
門
職
の
把
握
は
し
て
な
い
。

　
　
当
町
は
２
０
２
１
年
６

月
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

を
宣
言
し
て
、
２
０
５
０
年

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
実
質

ゼ
ロ
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　
加
え
て
、
令
和
５
年
４
月

に
環
境
省
よ
り
脱
炭
素
先
行

地
域
に
採
択
さ
れ
、
種
々
の

事
業
に
取
り
組
む
中
、
以
下

を
問
う
。

　
ま
ず
、
地
域
新
電
力
会
社

と
し
て
「
く
ろ
し
お
エ
ナ

ジ
ー
株
式
会
社
」
が
昨
年
11

月
に
設
立
さ
れ
た
が
、
今
後

の
町
内
の
電
力
供
給
の
姿
を

ど
う
描
く
か
。

　　
ま
た
、
昨
年
９
月
定
例
会

に
て
、
脱
炭
素
の
取
り
組
み

を
産
業
振
興
に
結
び
つ
け
た

い
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
の
動
き
や
見
通
し
は

　
こ
の
「
く
ろ
し
お
エ
ナ
ジ

ー
株
式
会
社
」
は
、
当
町
の

脱
炭
素
先
行
地
域
の
計
画
に

よ
り
、
町
も
出
資
を
し
て
設

立
し
、
昨
年
度
は
公
共
施
設

を
中
心
に
太
陽
光
発
電
設
備

な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
を
進
め
て
い
る
。

　
今
後
も
同
様
に
、
計
画
に

基
づ
い
た
設
備
導
入
を
同
会

社
が
担
う
こ
と
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
経
費
が
町
内
で
留
ま
り

循
環
す
る
こ
と
が
想
定
を
さ

れ
、
経
済
の
活
性
化
に
期
待

が
出
来
る
ほ
か
、
電
気
の
地

産
地
消
の
割
合
を
高
め
る
こ

と
が
、
当
町
の
地
域
課
題
の

解
決
に
も
寄
与
す
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
産
業
振
興
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ら
設
備
の
設
置

や
管
理
、
関
連
機
器
の
納
入

な
ど
の
事
業
を
出
来
る
だ
け

町
内
の
事
業
者
で
担
え
な
い

か
な
ど
、
実
現
可
能
な
連
携

を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

　
　
当
町
は
、
総
面
積
の
約

８
割
を
森
林
が
占
め
て
い
る

が
、
林
業
は
全
国
的
に
も
停

滞
を
続
け
て
き
て
い
た
。

　
近
年
、
地
球
規
模
の
温
暖

化
へ
の
対
処
と
し
た
脱
炭
素

対
策
な
ど
で
林
業
に
多
く
の

目
が
向
け
ら
れ
て
来
て
い
る
。

　
加
え
て
、
当
町
は
、
昨
年

４
月
に
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」

に
選
定
さ
れ
、
当
町
の
林
業

に
も
強
い
追
い
風
が
吹
い
て

来
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
こ
の
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」

選
定
後
の
取
り
組
み
を
問
う
。

　
森
林
に
は
、
二
酸
化
炭
素

を
吸
収
す
る
大
き
な
役
割
が

あ
り
、
森
林
整
備
を
進
め
る

こ
と
で
、
結
果
、
身
近
な
森

林
が
脱
炭
素
対
策
に
大
き
く

貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
具
体
的
な
整
備
策
と
し
て

は
、現
在
取
り
組
み
中
の
「
森

林
管
理
シ
ス
テ
ム
事
業
」
に

よ
り
、
ま
ず
森
林
境
界
の
明

確
化
を
行
い
、
次
年
度
に
意

向
調
査
、
３
年
目
に
は
各
種

同
意
の
取
得
、
４
年
目
以
降

に
、
そ
の
後
５
カ
年
で
間
伐

な
ど
の
森
林
整
備
を
行
う
。

　
こ
れ
ら
に
よ
り
、
町
内
の

森
林
で
の
良
質
な
木
材
搬
出

に
結
び
つ
き
、
そ
の
後
の
再

造
林
に
よ
り
、
循
環
型
の
山

林
整
備
に
結
び
つ
い
て
い
く
。

　
こ
の
一
連
の
流
れ
で
、
重

要
な
二
酸
化
炭
素
吸
収
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
と
な
る
。

　
ま
た
、
伐
採
後
の
再
造
林

に
つ
い
て
は
、
本
年
度
よ
り

新
規
の
取
り
組
み
と
し
て
、

「
森
林
環
境
保
全
整
備
事
業
」

を
実
施
し
て
い
る
。

　
内
容
は
、
再
造
林
費
用
の

個
人
負
担
を
軽
減
す
る
も
の

で
、
費
用
の
90
％
を
県
が
、

残
り
10
％
を
町
が
補
助
す
る

制
度
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
、
将
来
的
に
安
定

か
つ
持
続
が
可
能
な
次
世
代

に
引
き
継
げ
る
森
林
施
策
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

林業振興

脱炭素先行地域の取組みは

循環型の山林整備を目指す

脱炭素社会

町
の
電
力
供
給
の
姿 

ど
う
描
く

電
気
の
地
産
地
消
率
を
高
め
る

宮川 德光 議員
みや がわ  のりみつ

子育て支援

在宅子育て応援補助金 なぜ打ち切りか

国と町の施策整い判断 復活はない
濱村 美香 議員
はまむら　  み　か

松
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長

野
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健
康
福
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課
長

野
村 

健
康
福
祉
課
長

D
W
A
T
の

　
　
認
識
は

庁
内
で
１
名

  

登
録 

派
遣

防災減災対策

　
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
と
は

　
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
の

こ
と
。
被
災
地
自
治
体
の
派

遣
要
請
に
基
づ
き
、
一
般
避

難
所
等
に
支
援
に
入
る
。

で
ぃ
ー
わ
っ
と

要配慮者等の見守りや状況確認を行う
高知県ＤＷＡＴのメンバー
　　( 令和 6年 3月　輪島市内の避難所 )

「くろしおエナジー株式会社」関連で
設置の進む太陽光発電事業の一例
（上：ビオスおおがた、下：佐賀小学校。
　　　共に令和５年度事業で設置済み） 

森林境界の測量作業の一コマ
（令和５年１０月、大井川）

在宅保育中の親子が通い、ともに遊び語る時間を過ごす
( 令和 6年 7月、子育て支援センター )

今
西 

海
洋
森
林
課
長

宮
川 

環
境
政
策
室
長


